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京
都
帝
岡
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撃
間
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事
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平
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導
）
及
ビ
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（
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木

隆

【
内
容
妙
銭
】
索
、天
斜
面
倒
十
八
時
間
培
養
腸
彰
一
挟
新
商
苔
ヲ
機
キ
悼
会
メ

0
・
八
五
%
食
酬
脱
水
中
三
浮
地
問
セ
シ
メ
（
菌
盆

7

0
泥
中
約
0
・0
0
三
一
五
姥
〉
擁
氏
百
皮
z

沸
騰
シ
ツ

、
ァ
ル
重
湯
煎
中
－
一
テ
＝
一十
分
間
煮
沸
シ
、
コ
レ
ヲ
無
荷
的
＝
陶
土
壁
－
て
ア
徳
治
シ
テ
煮
沸
免
疫
元
ヲ
得
タ
リ
。
而
シ
テ
此
際
腸
安
扶
斯
商
凶
十
八
時
間
肉
汁
溶
養
（
雨
量
一
・

O
施
中
約

0
0
二
八
路
）
ヲ
誠
氏
百
皮
Z

テ
三
十
分
間
加
熱
殺
菌
シ
、
陶
土
壁
－
一
テ
滅
池
シ
タ
ル
肉
汁
培
養
煮
沸
免
疫
元
、
及
ピ
然
、
天
四
十
八
時
間
培
養
腸
窒
挟
斯
商
法
口
ヲ
掻
キ
集
メ
、
之
レ
ヲ
純

蒸
溜
水
品
浮
湯
セ
シ
メ
（
基
液

7

0
括
巾
荷
量
約
0
・
0
0
＝
．
瓦
姥
）
誠
氏
百
度
－
一
テ
三
十
分
間
加
熱
シ
、
等
シ
ク
陶
土
壁
－
一
テ
無
菌
的
＝
鴻
過
シ
テ
得
n
ヂ
ル
煮
沸
免
疫
元
ヲ
鞠
照
液
ト
シ

テ
使
用
シ
此
等
ノ
抗
原
ヲ
尚
食
材
料
ト
シ
、
室
品
二
十
度
乃
至
二
十
一
度
－
一
テ
五
分
、
十
分
、
二
十
分
、
四
十
分
、
一
時
間
、
一
時
間
半
、
二
時
間
及
ピ
三
時
間
乾
燥
セ
ル
八
種
ノ
「
コ

ロ
ジ
ュ

1
ム
」
嚢
ヲ
以
テ
抗
原
微
純
子
ガ
此
等
／
膜
ヲ
透
栃
λ

ル
ヤ
否
ヤ
ヲ
検
シ
タ

p
。

即
チ
二
十
四
時
間
ヲ
透
解
度
指
棋
ト
セ
b

結
果
「
ア
＝
日
ン
赤
」
「
ピ
タ
リ
ン
酸
」
「
メ
チ
レ
ン
青
」
「
エ
オ
ジ
ン
」
「
ア
ク
シ
ン
」
葡
荷
糖
、
澱
粉
及
ピ
「
ペ
プ
ト
ン
」

r
粒
子
ρ

二
時
間
乾

燥
「
コ
ロ
ジ
ュ

l

ム
」
褒
迄
］
／
イ
ト
ラ
ル
赤
」
及
ピ
「
＝
イ
ル
背
」
／
約
子
ハ
一
時
間
半
乾
燥
セ
ル
モ
ノ
マ
ヂ
透
綜
シ
而
シ
テ
血
清
蛋
白
、
「
へ
モ

ダ
ロ
ピ
ン
」
及
ピ
「
コ
ン
ゴ
赤
」
／
杭
子
ρ

百

六
十
八
時
間
ヲ
経
過
ス
ル
モ
知
例
ナ
ル
種
淑
ノ
「
コ
ロ

ジ
ュ
1
ム
」
膜
ヲ
モ
全
然
透
過
シ
得
ザ
リ
キ
。

ヵ
、
ル
「
コ
ロ
ジ
ュ

1

ご
嚢
ヲ
以
テ
上
記
純
培
養
腸
額
仲
間
斯
閣
煮
沸
免
疫
元
ヲ
透
析
シ
、
二
十
四
時
間
、
七
十
二
時
間
乃
至
百
六
十
八
時
間
後
＝
透
椋
稔
行
シ

9
ル
透
綜
内
、
外
液
ヲ

0
・
五
銘
、
一
－

O
施
、
ニ
・

O
銘
及
ビ
＝
一
・

O
採
／
知
タ
階
段
的
二
強
化
シ
、
之
レ
ヲ
可
検
材
料
ト
シ
テ
一
回
限
リ
ニ
廷
内
外
ノ
各
群
ニ
頭
／
健
臨
時
家
兎
静
脈
内
ユ
渋
射
シ
以
テ
注
射
前
血

清
及
ピ
注
射
後
五
日
目
、
十
日
目
、
十
五
日
及
ピ
二
十
日
目
ノ
五
回
－
二
日

Y
テ
採
集
シ
タ
ル
血
清
ノ
腸
四
百
枝
斯
蘭
ニ
遡
ス
ル
凝
集
償
ヲ
検
シ
タ
ル
ニ
、
腸
議
挟
新
商
煮
沸
免
疫
元
透
株
外

液
ユ
就
キ
テ
ハ
何
μ
モ
相
一
致
シ
テ
凝
集
素
生
産
能
力
ヲ
全
然
認
メ
得
ザ
ロ
キ
。
コ
レ
＝
反
シ
透
綜
内
液
ハ
凝
集
素
生
産
能
力
ヲ
有
シ
、
五
日
目
－
一
シ
テ
最
高
一
一
逢
シ
タ
リ
。

郎
チ
腸
望
挟
新
商
煮
沸
免
疫
ハ
抗
原
性
粒
子
ガ
其
ノ
基
液
中
－
一
分
散
セ
ル
一
一
種
／
勝
質
ニ
シ
テ
、
コ
レ
等
ハ
凡
テ
陶
土
壁
ヲ
透
過
シ
得
ル
モ
「
コ
ロ
ジ
ュ

1
ム
L
膜
ヲ
透
訴
シ
得
ザ
ル
者

Z

シ
テ
数
字
ヲ
以
ア
其
ノ
大
サ
ノ
純
闘
ヲ
指
示
ス
レ
パ

0
・
二
「
ミ
ク
ロ
ン
」
ト

0
・
0
0
一
九
「
，
ミ
ク
ロ
ン
」
ト
J

間
二
ア

P
テ
血
清
蛋
白
粒
子
／
大
サ
一
二
近
似
λ

ト
ノ
立
読
－
一
到
達
シ
タ

9
0

緒
言
｜
賓
輪
ノ
目
的

嚢
ニ
余
等
A

肉
汁
純
培
養
腸
窒
扶
斯
商
煮
沸
上
舟
波
ヲ
同
一
保
件
ノ
下
二
一
致
稽
ノ
陶
土
菰
過
管
ヲ
以
－
プ
滴
過
ス
w
y

コ
ト
ユ
ヨ

y
－
プ
数
穏
ノ

精
液
ヲ
得
、
衣
デ
此
等
ヲ
夫
々
家
兎
ニ
注
射
シ
、
凝
集
反
感
ヲ
指
標
ト
ジ
ア
検
査
γ
h戸
市
戸
時
果
上
向
煮
沸
免
疫
元
ヲ
摘
、
過
ジ
ア
得
タ

Y
煮
沸
免

疫
元
鴻
液
A

或
場
合
ニ
ハ
原
液
ヨ
リ
モ
却
－
ア
大
ナ
Y
、
又
議
場
合
引
二
漉
過
前
上
品
川
被
（
原
被
）
ヨ

y
モ
梢
々
小
ナ
Y
凝
集
素
ノ
産
生
ヲ
惹
起
シ



而
uv

－
プ
此
際
捕
過
器
ア
通
過
セ
M
F

披
ノ
量
ガ
五
O
括
以
上
ナ
M

戸
時
A

陶
土
聾
一
f
冊
以
着
作
用
A

殆

yγ
顧
慮
ス
M
F

ニ
ロ
ヰ
プ
〆
シ
ア
、
抗
原
能
働
力

ノ
滅
弱
A

主
ト
シ
－
ア
煮
沸
免
疫
元
微
粒
分
散
子
中
ノ
比
較
的
大
ナ
グ
モ
ノ
ガ
陶
土
壁
中
－
一
保
留
セ
ラ
M
F

、
事
ニ
原
因
シ
、
従
ア
上
稼
業
沸
見
皮

一
五
ト
同
櫨
液
ト
ノ
差
異
A

車
－
一
分
量
的
一
一
ジ
4

プ
性
質
上
ノ
差
別
ヲ
来
ジ
タ

y
究
第
－
一
非
ズ
。
故
－
一
陶
土
壁
漏
液
ノ
方
ガ
菌
韓
ρ

無
論
ノ
コ
ト

蛋
白
分
散
微
粒
子
ト
謂
ア
ト
雌
業
中
ノ
粗
大
ナ
－Y
モ
ノ
ヲ
合
有
セ
ザ
Y
ヲ
以
ア
煮
沸
見
疫
一
克
ト
ジ
ア
A

理
皐
的
－
二
遠
心
上
竣
液
ヨ

9
毛
「
ホ

モ
グ

l
ン
」
性
－
一
富
ミ
旦
ッ
菌
臆
残
澄
ヲ
合
有
セ
ザ
Y
ノ
結
二
一
於
ア
優
良
ノ
品
質
（

ρ
E
Eま
）
ヲ
保
有
ス

Y
毛
ノ
ナ

y
ト
報
告
セ
リ
ノ
。
（
煮
沸

兎
疫
一
克
ト
シ
－
7
A
上
澄
液
ト
鴻
過
液
ト
何
レ
ガ
優
秀
ナ
ソ
ヤ
附
腸
窒
扶
斯
菌
煮
沸
兎
疫
元
微
粒
子
ノ
大
サ
－
一
就
ア
。
昼
間
…
）

卸
チ
陶
土
鴻
過
管
ヲ
透
、
過
ジ
得
M
Y

腸
窒
扶
斯
菌
煮
沸
兎
疫
元
A

所
謂
菌
抗
原
性
物
質
ガ
基
液
中
－
六
分
散
セ

Y

一
種
ノ
腰
質
ナ
リ
ト
理
解
q
A

4

シ
。
悲
二
於
－
Y

『
和
、
ゆ
骨
骨
一
ル
ハ
有
れ
ほ
伊
川
長
h
L
r
h
r
－P秒
？
？
？
刻
仲
h
y
が
わ
ハ
範
骨
－
一
わ
わ
れ
』
ノ
問
題
起

y
。
故
ニ
余
等
A

種
々
ナ

M
Y

透
訴
度
ヲ
有
ス

Y
「
ロ
ロ
ジ
ュ

1
ム
」
嚢
ヲ
使
用
シ
、
煮
沸
免
疫
一
克
ノ
抗
原
性
最
小
粒
子
A

果
シ
ア
如
何
ナ

w
一
程
度
－

zlコ
ロ
グ
ユ

1
ム
」
麓
ア

0

0

0

0

0

0
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透
栃
シ
得
Y

モ
ノ
ナ

y
ヤ
ヲ
質
験
結
果
－
一
問
ヒ
、
以
ア
抗
原
粒
子
ノ
大
＋
ノ
ノ
問
題
ノ
解
決
－
一
進
マ
シ
ト
欲
ス
υ

本
論
文
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告
ス

y
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ノ
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9
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責

（
一
）
腸
窒
扶
斯
菌
煮
沸
兎
疫
一
五
。

寒
天
斜
面
四
十
八
時
間
培
養
腸
窒
扶
斯
菌
ア
掻
キ
集
メ
、
生
理
的
食
腫
水
ニ
浮
瀞
セ
シ
メ
、
基
液

7
0話
中
ニ
約

0
・
0
0コ
二
五
蛇
ノ

菌
憶
ヲ
合
有
セ
シ
メ
、
更
－
一

0
・
五
%
’
ノ
割
合
－
一
石
茨
酸
ヲ
加
へ
、
約
三
十
分
間
手
ヲ
以
ア
振
盈
シ
タ
Y
後
、
靖
氏
百
度
－
一
一
例
騰
シ
ッ
、
ァ

y

重
湯
煎
中
ニ
－
プ
三
十
分
間
煮
沸
シ
、
自
然
－
一
冷
却
ス

Y
ァ
待
チ
ア
六
千
廻
韓
三
十
分
間
遠
心
シ
、
殆
ン
ド
透
明
ノ
上
澄
液
ア
得
。
之
レ
ヲ
無
菌

的－一

M
鴻
過
器
－
一
－
プ
減
過
セ

Y
毛
ノ
ナ
時
ノ
。

（
二
）
菌
液
。

腸
室
扶
斯
菌
四
十
八
時
間
寒
天
培
養
ヨ

y
生
理
的
食
撒
水
菌
浮
説
液
ア
作

y
、
靖
氏
六
十
度
－
一
ア
一
時
間
加
熱
殺
菌
シ
、
生
理
的
食
陥
脱
水
苧
一

験

キオ

料

第
六
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六
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ア
一
回
洗
糠
シ
然
M
Y

後
再
ピ
生
理
的
食
盤
水
菌
浮
瀞
液
ア
作

y
、

7
0
括
中
ノ
合
菌
量
A

約

0
・
0
0
一
七
五
括
ナ

y
。

会
亡
透
析
装
置
。

余
等
ノ
使
用
シ
タ
Y
透
析
装
置
A

硝
子
筒
及
ピ
透
訴
膜
ノ
二
部
分
ヨ
リ
成

y
。

ィ
。
硝
子
筒
。
外
径
一
九
・
五
粍
、
長
サ
八

O
粍
ナ
Y

一
端
閉
塞
セ

Y
無
色
ノ
硝
子
製
圃
筒
一
一
シ
ア
透
析
ノ
外
液
ヲ
容

y
、
ζ

用
フ
。

ロ
。
透
析
脹
。
此
製
法

A
種
々
ア
レ
ド
モ
余
等

A
m
cg
p
gロ
及
ピ
出
ミ
毛
ノ
流
下
法
－
7
依
リ
ノ
タ
リ
ノ
。
卸
チ
「
＝
ロ
ジ
ュ

1
ム
」
綿
ア
ヨ
ク

水
洗
シ
、
充
分
異
空
中
－
一
－
ア
乾
燥
シ
、
コ
レ
ァ
「
エ

1

－プ

y
h
「ア
Y

コ
ホ

Y
L
ノ
混
和
液
－
一
溶
解
ス
。
室
温
掠
氏
二

O
度
前
後
－
一
於
－
プ
A

「
無

水
エ

1

ア
Y
」
一

O
O
括
及
ピ
「
無
水
ア
Y

コホ

Y
L
六
O
括
ナ
Y
混
和
液
一
一
約
了
六
%
’ノ
割
合
三
，
コ
ロ
ジ
ュ

1

ム
」
綿
ヲ
溶
解
セ

Y

モ
／
ア

用
プ

。
此
ノ
如
ク
ニ
シ
ア
得
タ
Y
「
コ
ロ
ジ
ュ

1
ム
L
溶
液
ヲ
以
ア
、
次
ノ
操
作
－
一
ヨ

nf
プ
透
訴
膜
ヲ
作
リ
タ

y
o

外
径
一
一
粍
、
長
ア

一
六
根
－
7
プ
先
端
－
一
直
鑑
約
一
粍
ノ
小
孔
ヲ
有
ス

Y
硝
子
管
ヲ
「
ク
ロ
ー
ム
硫
酸
液
」
ニ
ア
洗
ヒ

タ
Y
後
清
滞
乾
燥
セ
シ

メ
b
y
y

モ
ノ
ヲ
水
平
｝
一
長
軸
－
一
泊
ヒ
ア
二
分
間
約
六
十
回
轄
ノ
速
度
ニ
ア
廻
轄
セ
シ
メ
ッ
、
、
先
端
部
五

O
粍
ノ
問
ダ
ヶ
平
等
ニ
「
コ
ロ
ジ

ュ
1
ム
」
液
ヲ
流
下
シ
、
廻
轄
乾
燥
セ
ジ
ム
。
必
要
時
間
ダ
ケ
乾
燥
セ
ジ
メ
タ

Y
後
約
二
時
間
蒸
館
水
中
－
一
浸
タ
シ
、
硝
子
管
ノ
一
端
ヲ
吹
キ

ッ
、
抜
キ
ト
レ
バ
膜
A

容
易
－
一
剥
離
セ
ラ

Y
。
コ

V

ヲ
滅
菌
蒸
館
水
中
二
入
レ
「
ト

Y
オ

1
Y
L
ヲ
浮
カ
シ
ア
外
気
ト
絶
縁
シ
ア
保
存
ス
。

決
シ
ア
空
気
中
ニ
露
出
セ
Y
コ
ト
ナ
シ
。

以
上
ノ
如
キ
硝
子
筒
及
ピ
「
コ
ロ
ジ
ュ

1
ム
」
裳
ヲ
使
用
シ
タ
Y

－
二
裳
内
ノ
五
・

O
括
ノ
試
験
液
ノ
水
平
面
ト
小
筒
内
－
］
入
レ
ジ
五
・

O
蛇
ノ

水
面
ノ
高
＋
ノ
ト
A

一
致
セ

9
0

脱
脂
綿
紗
ア
以
－
プ
透
過
ジ

0
・
五
%
’
ノ
割
ζ

石
炭
酸
ヲ
加
ヘ

タ
9
0
菌
液

「
コ
ロ
ジ
ュ

l
ム
し
議
ノ
透
析
度
A

乾
燥
時
間
ノ
長
短
－
一
正
比
例
シ
、
時
間
ノ
短
カ
キ
モ
／
程
某
ノ
質
粗
暴
－
－
シ
ア
、
透
析
度
A

強
ク
、
大
ナ

M
F

分
子
又
A

粒
子
ヲ
通
過
セ
シ
ム
。
故
－
一
室
温
藤
氏
二
十
度
乃
至
二
十
一
度
目
一
ア
乾
燥
セ
シ
左
記
ノ
八
種
ノ
「
コ
ロ
ジ
ュ

l
ム
」
嚢
ヲ
作

y
ア、



以
ア
貫
験
ω

一
供
セ

y
。

但
ジ
動
物
質
験
－
一
際
シ
－
7
A
以
上
人
種
ノ
「
コ
ロ
ジ
ュ

1
ム
」
嚢
ノ
内
五
分
間
乾
燥
及
ピ
一
時
間
乾
燥
「
コ
ロ
ジ
ュ

1
ム
」
嚢
ヲ
使
用
uy

、
金
賞

験
ヲ
通
ジ
ア
室
温
－
一
ア
検
査
ス

Y
事
ト
セ

9
0

「
コ
ロ
ジ
ュ

1
ム
」
嚢
種
別
（
乾
燥
温
度
輝
氏
二

O
乃
至
二
一
度
）

一
一
抗
、
五
分
間
乾
燥
「
コ
ロ
ジ
ュ

1
ム」一襲。

三
銃
、
二
十
分
間
乾
燥
「
コ
ロ
グ
ユ

1
ム
」
嚢
。

五
税
、
一
時
間
乾
燥
「
コ
ロ
ジ
ュ

1
ム
」
嚢
。

七
抜
、
二
時
閥
乾
燥
「
コ
ロ
ジ
ュ

I
ム
」
嚢
。

第

二

章

方

法

二
晩
、
十
分
間
乾
燥
「
ヨ
ロ
ジ
ュ

1
ム
し
嚢
。

四
就
、
四
十
分
間
乾
燥
「
コ
ロ
ジ
ュ

l
ム
」
嚢
。

六
鋭
、
一
時
間
竿
乾
燥
「
コ
ロ
ジ
ュ

1
ム
」
嚢
D

八
抗
、
三
時
間
乾
燥
「
コ
ロ
ジ
ュ

1
ム
」
嚢
。

賓

験

総
－
ア
ノ
賓
験
A

無
菌
的
－
一
行
プ
事
ヲ
必
要
ト
ス
。
「
コ
ロ
ジ
ュ

1
ム
」
嚢
ヲ
一

%
石
炭
酸
水
－
一
－
ア
殺
前
シ
、
次
－
一
減
蘭
生
理
的
食
胸
水
－
一
ア
数

回
洗
糠
シ
、
之
レ
ヲ

0
・
八
五
%
食
盤
水
（
加

0
・
五
外
石
炭
酸
）
－
一
入

v
置
ク
。

先
グ
一
列
ノ
硝
子
筒
内
ニ
五
託
ノ

0
・
八
五
Mm
食
盟
水
（
加

0
・
五
%
石
炭
酸
）
ア
入
レ
、
前
以
ア
同
一
ノ
石
山
灰
駿
食
静
一
水
一
一
浸
シ
置
キ
シ
「
コ

ロ
グ
ユ

1
ム
」
嚢
7
取
出
ジ
、
滅
菌
鴻
過
紙
及
ピ
ニ
蓮
球
ヲ
以
－
プ
充
分
水
分
ヲ
除
キ
、
火
－
弓
ピ
ペ
ッ
ト
」
ニ
ア
腸
窪
扶
斯
菌
煮
沸
免
疫
元
五
・

O
一
路
ヲ
嚢
内
－
一
注
ゼ
込
ム
。
此
際
一
一
瀬
D
y
y
ト
毛
一
裳
外
－
一
附
着
セ
ザ
Y
様
注
意
ヲ
要
ス
。

直
チ
ニ
一
議
説
栓
ヲ
固
ク
シ
メ
、
業
上
ア
轍
満
－
一
ア
夏
目
一
厳
重
－
一
－
密
閉
ジ
ア
、
金
ク
内
、
外
域
ヲ
遮
断
セ
η
ノ。

「
コ
ロ
ジ
ュ

l
ム
L
嚢
司
ノ
硝
子
筒
内
ニ
掃
入
ジ
、
二
十
四
時
間
、
七
十
二
時
間
、
或
A

百
六
十
八
時
間
ア
標
準
ト
シ
ア
果
ぞ
ア
煮
沸
免
疫
元
ア

構
成
ス

Y
主
成
分
ガ
如
何
ナ
Y
耗
度
－
一
透
析
移
行
ス

Y
ヤ
ヲ
精
査
セ

y
。

謝
照
ト
シ
ア
種
々
ナ
Y
色
素
ソ
ノ
他
分
子
量
ノ
大
程
決
定
セ

Y

毛
／
ヲ
透
析
シ
、
腸
室
扶
斯
菌
煮
沸
免
疫
元
ノ
透
析
程
度
ト
比
械
セ

y
。

其
物
質
左
ノ
知
ジ
。

第
六
巻

木

F「

原

著
w 

5者

九

〈
第
四
披

一一
O
七
U



第
六
巻

F『
原

著
........ 

1者

木

九

（
第
四
披

一O
八）

透
析
能
検
査
用
溶
液
。

〔
ニ
0
・一，

m「
ア
ニ

y
ン
」
赤
（
吉
三
百
。
宮
島
出
足
。
ユ
内
・
ロ
R
B民
主
？
）

ワ
己
0
・一

，m「
ピ
グ

y
ン
」
酸
（
krS凶

1
3
0・出

E
2
r）

〔三〕
0
・一

μ「
メ
チ

1
レ
シ
」
青
（
民
主
主

S
E
E－ロ円
C
・
F
－Z
H
L
2

e
O
O
F

－T
目的）
・

〔四〕
0
・
一
%
’
「
エ
オ
ヂ
ン
」
（
回
S
E・巴『－

p
c
z
Z
2
b
c。
・
『
る
ぞ
N

百）

〔五〕
0
・一

μ「
フ
ク
ジ
ン
L

（『
S
E
E－ロ『－

p
c
z
Z
2
h守口。．
H
h
q
N
正）

〔
六
〕
一
O
%
葡
萄
糖
（
4
5
z
Z
E
E
W
2・
区
R
F）

〔七〕
0
・
二
五
%
澱
粉
（
宮
苛
－
5
・同巴』
V
F
E
E
－）

〔
八
〕
一
，

m「
ペ
プ
ト
ン
」

（句。］
U
Sロ・ロ『－

c－
Q
円P
E
O円
待
。
。
・
］［』四一句
国花
・）

〔九〕

0
・
一
掃
「
ノ
イ
ト
ラ
Y
」亦

円
十
〕
「
－
一
イ
Y
」
青
（
呂
－
E
S
E－。－

czr］角島町
C
0
・
F
o
g
回目的
・）

〔
十
己
血
清
蛋
白
（
∞
脅
出
自
己

E
E
E
阿
佐
E
S
E－）

（Z
E己
E
｝吋♀・巴円－

Q
－
C
Z
Z
2
h
r
c。．
F
O
F
F｝
N

目的・）

〔
十
ニ
〕
「
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
」
。
山
羊
血
球
ヲ
生
理
的
食
瞳
水
ヲ
以
ア
、
三
回
洗
糠
シ
、
之
レ
ア
蒸
舘
水
－
一
溶
カ
セ

Y

毛
ノ
。

〔十一一己

0
・一

μ「
コ
ン
ゴ
」
赤
（
の
。
認
。
5
骨・

p
・
c
－
c
z
Z
2
ι
守
口
c・
F
2
M）
N

－m・）

又
凝
集
債
測
定
貫
験
ニ
於
ケ
Y
試
獣
－
一
A

二
野
内
外
ノ
膿
重
ヲ
有
ス
u
y

健
康
家
兎
ヲ
選
ピ
、
注
射
用
量
ヲ

0
・
五
路
、
一
・
O
路
、
二
・
O
託

及
ピ
三
・
O
託
等
－
一
一
麓
化
ジ
－
ア
各
群
二
頭
ノ
家
兎
静
脈
内
－
一
可
検
材
料
ヲ
注
射
シ
、
以
ア
注
射
前
、
注
射
後
五
日
目
、
十
日
目
、
十
五
日
目
及

ピ
ニ
十
日
目
ノ
五
回
ニ
亘
9
営
該
家
兎
血
清
ノ
腸
窒
扶
斯
菌
品
川
賓
ス
Y
凝
集
債
ア
測
定
セ
9
0

第
三
章
血
清
ノ
腸
窒
扶
斯
菌
Z
劃
ス
ル
凝
集
反
腰
検
査
方
法

－
列
ノ
試
験
管
－
一
可
検
血
清
ヲ
逓
次
情
教
法
品
従
ヒ

0
・
八
五
%
食
関
水
ヲ
以
，
プ
稀
蒋
シ
、

E
確
－
二
・

O
粍
ト
ナ
シ
、
次
デ
コ
レ
ユ
質
験
材



料
ノ
保
下
二
記
載
セ

Y
腸
窒
扶
斯
菌
液
ヲ
各
々
一
・

O
括
宛
加
へ
踊
氏
三
十
七
度
ノ
解
卵
器
中
ニ
ア
二
時
間
放
置
セ
ジ
メ
タ
M
Y

後
約
十
八
時
間

窒
温
二
静
置
ジ
、
以
－
ア
反
感
程
度
ア
記
述
シ
タ

y
。
而
ジ
ア
同
時
－
一
注
射
セ
M
Y

家
兎
血
清
A

必
ズ
同
時
同
列
－
一
反
臆
ヲ
検
シ
タ
リ
。
沈
澱
／
生

ぜ
d
y
Y
モ
ノ
、
或
A

管
底
－
一
・
小
固
形
ノ
蘭
嘩
ヲ
認
メ
タ

Y
時
A

陰
性
（
一
）
ニ
ジ
ア
、
基
液
ノ
甚
ダ
ジ
グ
掴
濁
セ
M
Y

之
官
底
－
一
一
課
様
枕
澱
ヲ
生
ズ

M
F

モ
ノ
ヲ
（
＋
）
、
基
液
ノ
透
明
ユ
ぞ
ア
管
底
二
厚
キ
沈
澱
ヲ
呈
シ
タ
Y
時
三
怖
）
、
雨
者
ノ
中
間
－
一
ア

Y

モ
ノ
ヲ
（
朴
）
ト
記
載
シ
タ

y
。
毎
常

封
照
ト
ジ
ア
、
生
理
的
食
間
水
一
・

0
括
ニ
菌
液

7
0括
ヲ
加
ヘ
タ

Y

モ
ノ
ヲ
使
用

γ
タ

y
o

第
四
章
「
コ
ロ
ジ
ュ

l
ム
l
嚢
ノ
一
痘
堺
能
ノ
検
査

第
一
章
二
通
ペ
タ
Y
如
ク
、
五
分
間
、
十
分
間
、
二
十
分
間
、
四
十
分
間
、
一
時
間
、
一
時
間
字
、
二
時
間
及
ピ
三
時
間
乾
燥
ノ
八
種
ノ
「
ョ

ロ
ジ
ュ

1
ム
」
褒
－
一
就
ア
上
記
ノ
透
析
能
検
査
用
溶
液
ノ
各
々
ヲ
嚢
内
液
ト
ジ
－
プ
、
二
十
四
時
間
放
置
後
二
於
ヶ

Y
内
、
外
雨
液
ノ
透
訴
度
ヲ

観
但察
ジセ

血 9
清
蛋
白

ー寸

モ
グ．

ロ

ピ
シ
L. 

及
ピ
ー寸

手〆

コ
しー

亦

更

七
十

時
間
及
ヒ．

血ソフ・ ノ度チイi 豆
情。ト又ヲ以殆「｜；其♀
蛋澱ン葡（内ンア｜透；
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55"里臆氏 然ノ内物
）液ヲ反 反 J、外質
及ヲ指膝 感 2 ノニ
ピ用標ヲ ナ吃差就
へ｜ヒトベ キ’、ア
ツj 、セペ 号十＠11 J、

崎明

l
鰍
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（詳悦）

第
六
各

F園、
原

著言事さ言て

5者

木手ま↓↓↓ 一ヰ

ま

斗ヰー↓・ま±↓ 手ま

↓↓↓ 辛ま↓ま・寺↓↓＋ 

ホ
崩
事
国
併
記
｝
刈
汁
！
？
い
zu
一
E
E月
、
d

司
汁
l

守
、
f

率
直
T
U
F
F
市
再
高
一
（
｜
）
J
W
a

唱

ご

F
1
h
u
h
y

て：

、く

土↓士一↓±↓ ま↓辛・『ヰ

手ま↓±4・
幸辛

ままま↓辛

「一「「「「「「｜一... 
→・

一一一一一一「－

九
一
四

（
第
四
時
抗

一一

ov

】
｛
）
日

l
h

呈桂
｝ 

基準

’← 寸ー

レ
w
y

氏
反
感
（
｝

E
Z
P
］

J
6
7
）
ヲ
目
標
ト
セ

y
。

其
賞
験
成
績
左
ノ
如
ジ
。
（
第
一
表
患
照
）

（一）。

0
・一

μ「
ア
ニ
リ
シ
亦
」
、

0
・
一
係
「
ピ
ク

（
）
・

M
印

W
帆

5き

リ
ン
酸
」
、

0
・
一
%
「
メ
チ

1
レ
ン
青
」
、

0
・
一
%
「
エ

オ
ヂ
ン

H

O
－－

μ「
ブ
グ
ジ
シ
」
、

一O
M萄
荷
精
及

百ミ

、ん

u

a

T

ピ

0
・
二
五

μ澱
粉
、

時
開
放
置
後
－
一
A

凡－
7

一
時
間
乾
燥
「
コ
ロ
ジ
ュ

1
ム」

嚢
迄
（
叶
）
ヲ
示
シ
二
時
間
乾
燥
「
コ
ロ
ジ
ュ

1
ム
」
嚢
之

レ
ニ
亜
ギ
（
朴
）
ヲ
示
ジ
三
時
間
乾
燥
つ
コ
ロ
ジ
ュ

1
ム」

一
折
「
ペ
プ
ト
ン
水
」

A

二
十
四

ニ次、
4

7

バ

w
p判

E
w
h
u
P
4
F
時

W
臥

腎

蕊

剛

D
ネ

］
一
ー
も

J
h
m
河
口
代
，

Y
ホ

日
可
れ

u
い
＼

u，
約
キ

嚢
ニ
テ
宝

y
－
プ
金
ク
（
一
）
ヲ
示
シ
タ

y
。

（二）。

0
・一

μ
「
ノ
イ
ト
ラ
Y
赤
」
及
ピ

0
・一

μ

「
ニ
イ

Y
主円」
＿，、

一
時
間
斡
燥
「
コ
ロ
ジ
ュ

1
ム
」
嚢
迄

（叶）、

一
時
間
竿
乾
燥
つ
コ
ロ
ジ
ュ

1
ム
」
嚢
エ
ア
（
朴
）

二
時
間
乾
燥
「
コ
ロ
ジ
ュ

1
ム
」
嚢
－
一
ア
（
一
）
ヲ
示
セ

y

（三）。

0
・一

μ向
清
蛋
白
．

0
・一

μ「
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
」
及
ピ

0
・
一
%
「
コ
ン
ゴ
赤
」
A

二
十
四
時
間
、
七
十
二
時
間
或
A

百
六
十
八
時
間

ヲ
標
準
ト
ス

Y

宅
、
何
レ
ノ
「
コ
ロ
ジ
ュ

l
ム
」
嚢
ア
モ
透
析
ス

Y

コ
ト
能
川
ザ
リ
キ
。

（
四
）
。
以
上
ノ
所
見
A

此
等
「
コ
ロ
グ
ユ

1
ム
」
嚢
ノ
透
過
孔
ノ
大
サ
A

凡
－
ア
蛋
白
樫
及
ピ
ソ
レ
ユ
類
似
ス

Y

粒
子
ノ
大
サ
ヨ
リ
小
ナ
Y

事

ヲ
示
ジ
、
蛋
白
分
解
産
物
H
「
ベ
プ
ト
ン
」
或
A

之
レ
ニ
近
似
ス

Y
色
素
、
澱
粉
ノ
ソ
レ
ヨ
リ
モ
大
ナ
Y
事
ヲ
立
読
ス

F

モ
ノ
ナ

y
。
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五分間乾燥「ヨロジューム」謹二十四日寺開放置後＝於ケル透析内液ー・0括ノ免盛カ

書サ
家

f照Z己髄
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注 射 前 山＋＋＋｜一一一一一一一一一一一一一一言

一 五日目 廿十廿十廿f廿十甘十 tt十廿十廿十廿十甘十甘f廿十＋＋＋＋ cコ
注 Cコ

十日目 刑判十時十tt情刑制廿f怖甘t+++++++ Cコ
射 Cコ

0 
十五日目 情怖怖併併怖併怖情怖＋＋＋＋＋｜一一一一一ーさ

後
怖叶怖情怖情情情＋＋＋＋＋＋｜一一一一一一一言二十日目

注 射 前 ++ + + +! 一一一一一一一一一一一一一一一元Cコ
一

日情 titttt ttt ttt ttt ttt日情日＋＋｜一一ーさ一 五日目
注

日制計 titttt ttt ttt ttt tit滑川＋＋＋｜でー一ーさ十日目
射

情情情例怖併併情情怖＋＋＋＋＋＋｜一一一一ーさ
色

十五日目

後
｜二十日目 日日制日叶怖川＋＋！一一一一一一言

第二表

第
六
巻

F、
原

木

箸

猪

家
兎
第
一
群
ニ
A

五
分
間
乾
燥
つ
ヨ
ロ
ジ
ュ

l
ム
」
嚢
二
十
四
時

開
放
置
後
ユ
於
ケ
Y
透
桝
内
液
一
・

O
託
、
ヲ
第
二
群
－
ニ
同
透
析

外

液

了

O
路
ヲ
、
又
第
三
群
－
二
同
透
析
外
液
ニ
・

O
括
ヲ
、
夫

々
一
回
限
リ
、
耳
静
脈
内
－
一
注
射
ジ
タ
M
F

後
五
日
、
十
日
、
十
五

日
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第八表一時間乾燥「コロジュームJim透訴外液ニ・0銘ノ：兎疫力（二十四時間放置）
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二：仁二立与.－.. ：~：：：.：：：； 

E
路
銘
師
向

斡
O
O
O

J

一
一
三
三

J

）
 

－
昭
一
且
）

ユ

放
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軒
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元
種
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肉汁域養ニヨ Jレ煮沸免
疫元透訴液

蒸溜水ヲ基液トセJレ煮
沸免疫元透綜液

九
二
四

〈
第
四
披

一二

O
）

（
二
十
四
時
開
放
置
）
透
待
外
液
二
・

O
鉛
及
ピ
遜
綜
内
液
0
・五

路
注
射
－
一
於
ケ
ル
凝
集
償
／
推
移

間時四十間日寺四十
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〈二十四時間放置〉透訴外液二・O採及ピ号訴内液0・五路
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四

時

間

放

ニ

・

O
粍
、

透
綜
内
液

7
0
注
射
後
＝
於
ケ
ル
千
均
凝
集
債
増
加
率

ノ
推
移
（
第
十
三
表
及
ピ
第
一
四
回
参
照
）
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燥
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．
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．
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数
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司
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間
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叶
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訴以ムジ繰五
種免疫液テ」ユ「分

ノ嚢コ閲
別元透71ロ乾

二十四日寺間 時透間訴

内液 外 液
別液透
種俳

一 一
法

一
2と5射前． 

。 0 0 

一一
射注

。 。。
。 0 0 前

一 五

一一
。 一一． 
。 。。

日LQ_ 0 0 法

十 身す
。 後
占，、 一一． ／ 
」，、ー 。。

日 キ亙七 0 0 

ノム、 十 過
。 一一 五 日・．
。 。。

日 数。 。。

四 一一
。一 十． ． 
八 0

日。。

第
六
巻
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原

著
........ 

木

猪

:n: 

乙
、
生
産
凝
集
素
増
加
率
ノ
比
較
。

注
射
前
血
清
ノ
示
ジ
タ
グ
’
凝
集
債
ト

注
射
後
血
清
ノ
示
ジ
タ
Y
凝
集
債
ト
ノ

比
ヲ
求
メ
、
之
レ
ヲ
各
群
－
一
就
キ
，
プ
平

均
ジ
ア
第
十
六
、
十
七
、
及
ピ
第
十
八

表
ニ
掲
グ
タ

9
0
而
ジ
ア
、
此
等
ヲ
曲

線
ヲ
以
’
プ
示
シ
、
第
四
、
玉
、
及
ピ
第

六
闘
ヲ
得
タ

y
。

（
二
十
四
時
開
放
置
）
港
株
外
液
了

O
姥
及
ピ

一了

O
焼
透
訴
内
液

7
0耗
注
射
後
一
ご
於
ケ
ル

平
均
凝
集
債
増
加
率
ノ
推
移

（
第
十
三
表
及
ピ
第
十
六
表
参
照
）
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表

（七十二時開放遊）透併外液二・O沌及ピ＝一－O施透訴
外液三・O耗注射後＝於ケル平均凝集債増加率ノ推
移門第十四表汲ピ第二例惨畑山）

外fJF I 「ー有： 免
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一一一一一 ~it 

。 十
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第
十
八
表
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一時間乾燥
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疫←遜霊煮沸：ルト旨e石酸五9目哩6見堕水二食加ハ且基被理dヲE 
7G 

種

疫免＝ }ilj 

元ヨ
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日寺 透
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間種液緋透
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一一 治 J
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ケ
ル
卒
均
凝
集
償
増
加
率
／
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第
十
四
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反
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澱
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－
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－
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反
膳
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「

7
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然
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ド
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経
過
セ

Y
陳
醤
ナ
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免
疫
元
材
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－
一
於
－
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蒸
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蓮
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タ
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免
疫
元
A

未
ダ
其
ノ
造
構
明
瞭
ナ
ラ
ザ
Y
モ
．
兎
ユ
角
ユ
蛋
白
樫
（
己
三
一
。
｝
γ

］〕
三五
｝士一
ロ
－
H
C

一言
。】
）
、
類
脂
鰻
乃
至
A

類
脂
蛍
白
鶴
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7
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C
J
d
L
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F
E
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ノ
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、
且
又
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セ
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ノ
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類
脂
慨
車
猫
－
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ア
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抗
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照
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精
脂
健
A

之
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ト
共
存
ス
M
Y

免
疫
元
一
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ツ
ア
庚
義
喰
細
胞
ノ
喰
燈
作
用
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充
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→ 注射後ノ経過日数

I一一一一一時間乾燥Lコロジュ－ A，嚢透訴
グト液 （二十四時開放置〉二・0路 l

][ • ＇ ＇ ー一一－肉汁培養煮沸免疫元透鮮外液
（二十凶時開放置）二・Q!lf,

透解内液
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Y－・・・一同 透訴内液
（二十時開放置） 0・五銘
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二
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注
射
後
二
於
ケ
ル
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均
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率
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十
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八
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照
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Y
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ユ
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一
一
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迭
セ
ラ
レ
タ
u
y

兎
疫
一
克
性
物
質
ガ
異
佃
免
疫
元
ト
シ
－
7
利
用
セ
ラ
Y

、
分
量
ヲ
大
ナ
ラ
シ
ム

Y
ノ
貼
－
一
一
於

ア
本
来
ノ
効
力
ァ
有
ス

Y

モ
ノ
ニ
シ
ア
、
是
郎
チ
類
脂
健
ノ
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疫
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上
－
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於
ケ
w
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ノ
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モ
ノ
ナ
リ
ノ
。

0

0

0

0

0
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失
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ム
ベ
ヂ
ン
』
串
説
－
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立
脚
セ

Y
腸
窪
扶
斯
菌
煮
沸
免
疫
元
ノ
本
態
ア
研
究
ス

Y

－一営

y
。
業
『
煮
沸
免
疫
元
微
粒
子
〆
大
サ
』

ユ
就
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Ueber die Grりsseder kleinsten T eilchens von 

Typhusbazillen-koktoimmungen. 

Von 

Dr. R. INOKI. 

Aus dem phy~iologischen Laboratorium der Kais. Universit乱tKyoto (Prof. Dr. R. Shoji.) und der Xais. 

chirurg・ UniversitatslミlinikKyoto (Iせof.Dr. R. TORIKATA・）

Wir batten bereits nachgewiesen, class die immunogenen Substanzen eines Typhusbazillenkoktoimmunogens 

kolloidale Dispersoide darstellen und somit Thonkerze passieren. Dabei konstatierten wir, class die Adosorption des 

Filters eine sehr geringe ist und darum praktisch unberiicksichtigt sein darf, w七nndie Gesammtmenge des filtrierten 

Kol王toimmungensbei einem neuen Filter uber 50,occm betragt. Wir batten auch darauf hingewiesen, dass dem durch 

Kerzenfiltration hergestellten Koktoimmunogen gegeniiber dem durch Zentrifugation gewonnenen eine grδssere 

Homogenit込tund darher eine bessere Qualitat zukommt. 

Im folgenden mochten wir des weiteren die Versuchsergebnisse uber die Griisse des kleinsten Teilchens VOil 

Tnihusbazillenkoktoimmunogen berichten・ Zudiesem Zwecke haben wir Kollodiummembranen nach der Methode 

von Sorensen und Hi.imp hergestellt. 

Die Membranen waren bei 20°-21°C jeweils 5, IO, 20, 40, 60, 90, 120 und 180 Minuten lang getrocknet. 

Durch die 8 Arten Membranen wurde sowohl ein Standardtyphusbazillenkoktoimmunogen, das bereits <lurch em 

Tho凶lterL3 getrieben worden ＼日r,als a山 hversiedenartige Farbsto百lδsungen,bei denen ja die Gめsseder Teilchen 

bekannt ist, wabrend 24 bzw. 72 oder I 68 Std. dialysiert. Zurn Nach＼九reisdes dialysierten Koktoimmunogens haben 

1山－ die dardurch herbeigefii加 teAgglutininbildung bei normalじnKa町 hen,von dehnen 2 je eine Versuchsgr叩pe

骨量 1（~ 【医榊】 現~ -1モ ~： 11 l （奇襲亘書長 I I I .l?) 



事長 4~~ 【国民 紳】 総＊ ぷ11¥11 （総亘書長 111 <) 

bilclen, hcran；.；にzog・ヒ11.

I>ic Erげじbnissビ cler Versuche sind in folσenclen Tabellen zu叫 mmen"cstellt.と3

Tabelle I. 

Die Dialysierbarkeit der Kollo<liummemhr:tnen. 

’J'cstmaterial 
令e

Die Kollodiummembranen wur<len getrocl、netw九hrend

5Min. 10Mm. 20Min. 40Min. 1Std. I ~Std. 2Std. 3Std. 

0,1β：；； AniJ;nrr・l 廿十 官f 甘十 廿f 刊十 計f ＋＋ 

0,1% Acid picric 甘f 廿十 廿十 廿f 廿f 制f ＋＋ 

~ 

同Ni·11, ；＂~； －←I tit一一「｜一「「「｜－「｜つ~1-=--1-=--

骨 DieL•；、un邑 Wurde 24 Std. Jang <li,1lysicrt. 

後悦 Dabciwar dieヌcit<lcr Dialysヒ bisauf 72 Std. bzw. 168 Std. ,・edangert worden. 



Tabelle II. 

Ergebnisse der Dialyse des Koktoimmunogens <lurch die 5 Min. gctrocknete kollodiummenbrane. 

Agglutinintiter des Serums 

Typbusbazillen-Y.ζoktoimmunogen Menge 

vor der 
Nacli der I吋ektion,u. z. am 

dialysiert’e ccm 
Injektion 

5.Tag 10.Tag 15.'fag 20.Tag 

Innen-Fliissigkei t I,O 30 36oつ 3200 18oo 1300 

Aussen-Fliissigkei t 
1,0 30 30 30 30 30 

i. e. Dialysat. 2,0 90 90 90 90 75 

後 DieDialyse dauerte 24 Std. Jang. 

Tabelle III. 

Ergebnisse der V crsuche iib巴rdie Erzengung des Agglutiniロsmittels Dialysats des Typhusbazillenkoktoimmunogens持

Agglutinintiter des Serums 

Menge 

Die Daner der Dialyse vor der 
Nach der I吋ektion,u. z. am 

ιcm 
I吋ektion

5.Tag 10.Tag 15.Tag 20.Tag ． 
2,0 

72 Std. 
45 45 45 45 45 

3,0 35 35 35 30 30 

168 Std. 3・0 28 28 24 28 28 

後 Die tir die Dialyse herangezogene Collodiummembran w江r5 Min. Jang bei 20°-21°C getrocknet worden. 

事眠 4（~ 【民榊】 惣＊ ~111111 （織E縞 111~ ）



事出 4（~ 【I! 柳】 恕＊ 長111gr （事長E繋 11110) 

Ergebnisse. 

r) Das Typhusbazillenkoktoimmunogen, <lessen Wirkung sich in der Ausli:isung des Agglu叫tin

Eh』teder Kaninchen do｝王umentiert,konnte in keiner Weise <lurch eine Kollodiummembrane dialysiert werden. 

2) Daher mussen die Teilchen des Typhusbazille此 oktoimmunogensl巾 inerals die jenigen der W孟sserigen

Lδsungen von Anilinrot, Pikrinsaure, Methylenblau, Eosin, Fuchsin, Neutralrot, Nilblau, Traubenzucker, Amylum 

(Karto佐I),u吋 Peptonsein, die ja <lurch eine mittels des 5 Minuten langen Trocknens hergestellte Kollodiummembrane 

pass1eren. 

3) Da d:e wirksame Porengrδsse eines Reichel-Filters ca. o, r 6μー0,2μ und die Grδsse der Amylumteilchen ca. 

0,005μ betragt, so muss die Grδsse des kleinsten Teilchens des Typhusbazillenkoktoimmunogens dazwischen liegen 

( Autoreferat ). 


